
「

三
学
期

始
業
式

」

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

。

、

い
よ
い
よ
平
成
の
最
後
の
学
期
が
始
ま
り
ま
す

平
成
の
最
後
の
学
期
と
い
う
言
葉
か
ら

突
然
訪
れ
た
平
成
の
始
ま
り
の
こ
と
を
、
懐
か
し
く
も
鮮
明
に
思
い
出
し
た
の
で
、
最
初
に

話
を
し
ま
す
。

今
か
ら
三
一
年
前
。
一
九
八
九
年
＝
昭
和
六
四
年
の
一
月
七
日
。
昭
和
天
皇
が
亡
く
な
ら

れ
て
、
昭
和
と
い
う
元
号
は
終
わ
り
ま
し
た
。
翌
日
の
一
月
八
日
か
ら
今
の
元
号
で
あ
る
平

成
が
始
ま
り
ま
し
た
。
た
っ
た
七
日
間
の
昭
和
六
四
年
で
し
た
。

当
時
、
私
は
二
九
歳
。
中
学
校
三
年
生
の
担
任
で
、
い
よ
い
よ
高
校
入
試
が
本
格
化
す
る

三
学
期
始
業
式
を
翌
日
に
控
え
た
、
曇
り
空
の
寒
い
朝
で
し
た
。

突
然
、
職
員
室
の
テ
レ
ビ
画
面
い
っ
ぱ
い
に

「
崩
御
」
と
い
う
文
字
が
流
れ
続
け
ま
し

、

た
。
こ
の
時
、
私
は
「
崩
御
」
と
い
う
言
葉
を
初
め
て
目
に
し
ま
し
た

「
崩
御
」
と
は
天

。

皇
が
亡
く
な
ら
れ
た
こ
と
を
表
す
敬
語
で
す
。
天
皇
以
外
は
使
わ
な
い
言
葉
な
の
で

「
崩

、

御
」
と
い
う
言
葉
を
見
た
こ
と
が
な
い
の
は
当
然
で
し
た

「
昭
和
が
終
わ
る
の
か
。
こ
れ

。

か
ら
先
ど
う
な
る
ん
だ
ろ
う
」
と
他
人
事
の
よ
う
に
軽
い
気
持
ち
で
い
ま
し
た
。
正
確
に
は

覚
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
二
～
三
日
は
、
民
放
の
テ
レ
ビ
局
も
Ｃ
Ｍ
を
流
さ
ず
、
お
笑
い
や
歌

番
組
な
ど
も
自
粛
し
、
昭
和
の
歴
史
映
像
が
繰
り
返
し
流
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
は
っ
き
り
と

覚
え
て
い
ま
す
。
ど
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
回
し
て
も
、
Ｃ
Ｍ
は
い
っ
さ
い
な
く
、
同
じ
よ
う
な

歴
史
映
像
が
流
れ
る
と
い
う
初
め
て
の
体
験
に
少
々
戸
惑
い
ま
し
た

「
天
皇
が
亡
く
な
る

。

っ
て
大
変
な
こ
と
な
ん
だ
」
と
、
じ
わ
り
じ
わ
り
、
そ
の
重
大
さ
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

驚
く
こ
と
に
、
昭
和
天
皇
が
亡
く
な
ら
れ
た
一
月
七
日
の
う
ち
に
は
、
新
し
い
元
号
が
平

成
と
決
ま
り
、
心
の
準
備
も
な
い
ま
ま
、
翌
日
の
一
月
八
日
か
ら
は
、
新
し
い
元
号
＝
平
成

が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
急
な
出
来
事
で
、
人
々
が
殺
到
し
た
の
は
ハ
ン
コ
屋
で
し
た
。
昭

和
と
印
刷
し
て
あ
る
も
の
を
二
重
線
で
見
え
消
し
し
、
そ
の
上
に
平
成
と
い
う
ゴ
ム
印
を
お

し
て
訂
正
す
る
作
業
が
始
ま
る
か
ら
で
す
。
学
校
も
例
外
な
く
、
そ
の
作
業
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
特
に
、
私
立
高
校
入
試
関
係
の
書
類
は
、
す
で
に
昭
和
と
い
う
元
号
で
学
校

に
届
い
て
い
た
の
で
、
願
書
や
調
査
書
の
昭
和
を
平
成
に
訂
正
す
る
作
業
を
大
急
ぎ
で
行
い

第
十
号

五
中
だ
よ
り

平
成
三
十
一
年
一
月
二
十
八
日
発
行

山
形
市
立
第
五
中
学
校

ま
し
た
。

そ
の
年
の
卒
業
式
の
年
月
日
も
微
妙
で
、
年
度
で
言
う
と
昭
和
六
三
年
度
卒
業
証
書
授
与

式
で
す
が
、
卒
業
証
書
の
日
付
は
平
成
元
年
三
月
三
一
日
で
し
た
。

つ
い
で
に
、
平
成
元
年
に
起
こ
っ
た
出
来
事
を
紹
介
し
ま
す
。
国
内
で
は
、
四
月
一
日
か

ら
初
め
て
の
消
費
税
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
最
初
の
消
費
税
率
は
三
％
で
し
た
。
ま
た
、

横
浜
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
が
開
通
し
、
任
天
堂
か
ら
ゲ
ー
ム
ボ
ー
イ
が
発
売
さ
れ
ま
し
た
。
海
外

で
は
、
な
ん
と
言
っ
て
も
、
ベ
ル
リ
ン
の
壁
が
崩
壊
し
、
東
西
冷
戦
が
終
結
に
向
か
い
ま
し

た
。
ま
た
、
中
国
で
は
天
安
門
事
件
が
発
生
し
、
民
主
化
を
求
め
て
集
結
し
て
い
た
学
生
を

中
心
と
し
た
一
般
市
民
の
デ
モ
隊
に
対
し
、
中
国
人
民
解
放
軍
が
武
力
で
鎮
圧
、
多
数
の
死

傷
者
を
出
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
の
干
支
は
イ
ノ
シ
シ
。
十
二
年
前
イ
ノ
シ
シ
の
年
、
平
成
一
九
年
、
二
○
○

七
年
に
起
こ
っ
た
出
来
事
を
紹
介
し
ま
す
。
日
本
郵
政
公
社
が
解
散
し
、
今
の
日
本
郵
政
株

式
会
社
が
始
ま
り
ま
し
た
。
タ
レ
ン
ト
の
東
国
原
英
夫
＝
そ
の
ま
ん
ま
東
が
宮
崎
県
知
事
に

当
選
し

「
ど
げ
ん
か
せ
ん
と
い
か
ん
」
と
い
う
言
葉
が
新
語
・
流
行
語
大
賞
に
選
ば
れ
ま

、

し
た
。
ま
た
、
今
も
活
躍
中
の
芸
人
Ｉ
Ｋ
Ｋ
Ｏ
（
い
っ
こ
う
）
の
「
ど
ん
だ
け
ぇ
」
や
小
島

よ
し
お
の
「
そ
ん
な
の
関
係
ね
ぇ
」
が
流
行
語
大
賞
に
ト
ッ
プ
テ
ン
に
入
り
ま
し
た
。
商
品

で
言
え
ば
、
初
代
ｉ
ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
が
ア
メ
リ
カ
で
発
売
さ
れ
た
の
も
こ
の
年
で
す
。

さ
て
、
い
よ
い
よ
今
年
度
最
後
の
学
期
＝
三
学
期
が
始
ま
り
ま
す
。
三
学
期
は
一
番
短
い

学
期
で
、
四
八
日
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
っ
と
い
う
間
に
す
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
。

一
、
二
年
生
は
一
年
間
の
ま
と
め
の
時
期
、
三
年
生
は
進
路
決
定
の
大
事
な
時
期
を
迎
え

ま
す
。
昨
年
度
も
言
い
ま
し
た
が
、
ま
ず
は
健
康
管
理
！
こ
の
時
期
心
配
な
の
は
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
は
や
っ
て
し
ま
う
と
、
全
力
で
勉
強
や
部
活
動
に
取
り

組
め
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す

「
う
が
い
・
手
洗
い

、
定
期
的
に
新
鮮
な
「
空
気
を
入
れ

。

」

換
え
る
」
こ
と
。
そ
し
て
、
十
分
な
「
睡
眠

、
好
き
嫌
い
な
く
し
っ
か
り
と
「
食
事
を
摂

」

る
」
＝
言
い
換
え
れ
ば
、
規
則
正
し
い
生
活
を
す
る
こ
と
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
防
止
に
つ
な

が
り
ま
す
。

三
年
生
の
進
路
実
現
に
む
け
て
、
一
・
二
年
生
が
で
き
る
大
き
な
協
力
は
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
ら
な
い
こ
と
で
す
。
三
年
生
が
、
健
康
で
、
全
力
で

取
り
組
め
る
環
境
作
り
を
、
全
校
あ
げ
て
応
援
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
今
年
の
四
月
三
○
日
で
平
成
は
終
了
し
ま
す
。

今
年
の
干
支
は
イ
ノ
シ
シ
。
干
支
の
一
番
最
後
に
登
場
す
る
動
物
で
す
。
平
成

の
最
後
の
年
と
干
支
の
最
後
の
イ
ノ
シ
シ
の
年
。
偶
然
で
す
が
、
最
後
と
い
う

共
通
点
が
あ
り
、
記
憶
に
残
り
や
す
い
で
す
ね
。

イ
ノ
シ
シ
の
猪
突
猛
進
な
性
質
か
ら
、
イ
ノ
シ
シ
年
は
「
勇
気
と
冒
険
」
の
年
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
今
年
は
「
何
事
に
も
勇
気
を
持
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
す
る
一
年
間
に
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

（

）

学
校
長

阿
部

善
和



１：達成している ２…ほぼ達成している

３：まだ達成していない ４…もっと積極的に

１　学校経営について

①学校は「五中生らしく、自立し誠実に生きる生徒の育成」を実践している。 ←好評価　系列１＞系列２＞系列３＞系列４　→低評価

1 2 3 4 合計 1 2 3 4 ％

合計 94 278 54 10 436 22 64 12 2 100

②学校は、生徒の安心・安全を確保している。

1 2 3 4 合計 1 2 3 4 ％

合計 124 266 40 7 437 28 61 9 2 100

③学校は、地域に根ざした学校づくりを推進している。

1 2 3 4 合計 1 2 3 4 ％

合計 131 278 25 4 438 30 63 6 1 100

２　学習指導について

①学校は落ち着いた雰囲気で、ていねいで秩序ある学習指導を行っている。

1 2 3 4 合計 1 2 3 4 ％

合計 102 243 74 14 433 24 56 17 3 100

②学校は「わかる授業」を進め、学力向上にきちんと取り組んでいる。

1 2 3 4 合計 1 2 3 4 ％

合計 78 225 110 22 435 18 52 25 5 100

③学校は、生徒の勤労観、職業観を育成し、進路指導にがんばっている。

1 2 3 4 合計 1 2 3 4 ％

合計 101 243 82 9 435 23 56 19 2 100

３　生徒指導について

①学校は、生徒一人一人を大切にし、きめ細かい指導を行っている。

1 2 3 4 合計 1 2 3 4 ％

合計 73 236 90 23 422 17 56 21 5 100

②学校は、あいさつの励行や身だしなみの指導などにきちんと取り組んでいる。

1 2 3 4 合計 1 2 3 4 ％

合計 130 251 47 9 437 30 57 11 2 100

②学校は、「いのち」の大切さと心身の健康の大切さを、よく指導している。

1 2 3 4 合計 1 2 3 4 ％

合計 110 261 49 13 433 25 60 11 3 100

４　その他について

①学校は、授業や行事などを、保護者や地域に積極的に公開している。

1 2 3 4 合計 1 2 3 4 ％

合計 167 239 26 5 437 38 55 6 1 100

②学校は、保護者や地域に、学校からのたより等で情報を積極的に伝えている。

1 2 3 4 合計 1 2 3 4 ％

合計 182 225 24 6 437 42 51 5 1 100

　文章によるご意見は各学年から合計４５件いただきました。まずは、多数のご意見をいただいた件ですが、諸事情により１年英語教員が複数回変更せざるを得ないことになりまして、生
徒に負担をかけることになってしまい、保護者の皆様にもご心配をおかけし申し訳ありませんでした。その他の内容としては、学習関係（授業・進路・長期休業中の学習会等）に関するこ
と、生徒指導関係（服装・頭髪・シューズ・スマホ・ＳＮＳ・登下校の様子・自転車の乗り方等）に関すること、学級（様子・通信等）に関すること、学校生活（弁当、カバン、あいさつ等）に関す
ること、熱中症対策、アンケートに関すること、教員に関することなど、多岐にわたるご意見をいただきありがとうございました。
　「カバンが重い」「荷物が多い」という声を受けて、学校に置いていって良い学習用具等を各教科で再検討し、２学期途中より登下校時の生徒の負担を減らすよう取り組んでいます。頭
髪や服装、登下校の様子等に関しては、生徒個々に指導しながら改善に努めています。今後も、様々な検討をしながら改善できる所は改善して、決まったことはお知らせしていきたいと
思います。

学校評価 平成30年12月実施　　保護者アンケート結果
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今年度



◇参加生徒（計４３名）
・後期生徒会執行部（２1名）
・後期２年評議員（１０名）
・後期１年評議員（１２名）

活動内容
（１）演習①校長先生講話
（２）演習②地域探索

～地域の方々から聞き取り～
（３）演習③話し合い

～地域の声を聞いてこれからできること～

今年度のリーダー研修会では地域の方のお宅を訪問し、五中についてお話を聞いてき
ました。お話の中で五中生に「あいさつを元気にしてほしい 「地域の行事に参加して」、
ほしい 「いじめのない学校にしてほしい」などの要望がありました。生徒はこの声を」、
聞いて、今後の生徒会活動でできる事を計画しています。今後は計画を実行し、地域と
つながる五中を目指していきます。



除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
中
！

一
月
に
入
り
、
大
寒
を
過
ぎ
ま
し
た
が
、
山
形
市

。

、

内
は
例
年
よ
り
積
雪
が
少
な
い
よ
う
で
す

し
か
し

日
常
生
活
に
大
き
な
影
響
が
出
た
り
、
交
通
機
関
が

マ
ヒ
す
る
よ
う
な
積
雪
や
寒
波
も
今
後
予
想
さ
れ
ま

す
。
一
方
で
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
が
心
配
さ

れ
て
お
り
、
五
中
学
区
内
の
小
学
校
で
も
、
学
級
・

学
年
閉
鎖
等
の
対
応
を
し
て
い
る
学
校
が
あ
り
ま

す
。
三
年
生
は
、
高
校
受
験
期
に
入
り
体
調
を
整
え

な
が
ら
、
勉
強
を
頑
張
っ
て
い
ま
す

さ
て
、
山
形
市
内
も
、
再
び
雪
が
降
り
積
も
り
凍

結
な
ど
も
あ
っ
て
、
道
路
や
歩
道
も
通
行
し
に
く
い

状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
校
地
内
の
除
雪
に
は
、
生

徒
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
中
心
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

く
れ
て
い
ま
す
。
大
変
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
五
中
学
区
内
で
、
自

宅
周
辺
の
除
雪
で
困
っ
て
い
る
高
齢

者
家
庭
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
ら
、
五
中
生
が
「
除
雪
ボ
ラ
ン
テ

」

。

ィ
ア

に
伺
い
ま
す
の
で
遠
慮
無
く
ご
連
絡
下
さ
い

実
施
希
望
の
日
時
な
ど
を
調
整
し
て
、
雪
片
付

け
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
ご

連
絡
下
さ
い
。
地
域
に
貢
献
で
き
る
中
学
生
と

し
て
頑
張
り
ま
す
。

高
齢
者
家
庭
の
方
等
で
、
雪
片
付
け
を
希
望

教
頭
の
齋
藤
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

さ
れ
る
方
は

山
形
五
中

六
二
二
ー
〇
五
五
九

（
連
絡
先
）

こ
れ
か
ら
の
主
な
予
定

二
月一

日
（
金
）
山
形
明
正
一
般
入
試

新
入
生
保
護
者
説
明
会

（
山
形
五
中
）

五
日
（
火
）
公
立
高
校
推
薦
入
試

六
日
（
水
）
避
難
訓
練

十
二
日
（
火
）
山
形
市
中
学
校
ス
キ
ー
大
会

十
三
日
（
水
）
山
形
市
中
学
校
ス
キ
ー
大
会

十
五
日
（
金
）
三
学
期
期
末
テ
ス
ト

二
十
一
日
（
木
）
Ｐ
Ｔ
Ａ
常
任
委
員
会

二
十
二
日
（
木
）
五
中
学
区
生
活
指
導
連
絡
会
総
会

三
月一

日
（
金
）
奉
仕
委
員
会

学
校
評
議
員
会

七
日
（
木
）
学
校
開
放
委
員
会

十
日
（
日
）
公
立
高
校
入
試

一
、
二
年
実
力
テ
ス
ト

十
一
日
（
月
）
振
替
休
業
日
（
十
日
分
）

十
五
日
（
金
）
同
窓
会
入
会
式

富
田
奨
学
会
表
彰
式

体
育
文
化
活
動
後
援
会
表
彰
式

十
六
日
（
土
）
第
六
八
回
卒
業
証
書
授
与
式

門
出
式

躍

動

～
五
中
生
の
活
躍
～

第
四
五
回
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト

村
山
地
区
大
会

金
賞

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
五
重
奏

銀
賞

サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
四
重
奏

銅
賞

打
楽
器
三
重
奏

東
北
中
学
校
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
大
会

五
○
○
ｍ

四
位

倉
田
知
悟

二
年

一
○
○
○
ｍ

五
位

倉
田
知
悟

二
年

全
国
大
会
出
場

山
形
オ
ー
プ
ン
卓
球
大
会

三
位

卓
球
部
女
子
Ａ
チ
ー
ム

第
九
回
東
根
カ
ッ
プ
フ
ッ
ト
サ
ル
（
Ｕ
１
３
）
大
会

三
位

サ
ッ
カ
ー
部

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ

第
十
五
回
都
道
府
県
対
抗
全
日
本
中
学
生
女
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
山
形
県
選
抜
選
手

鈴
木
菜
々
美

二
年

山
形
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
ス
キ
ー
競
技
大
会

ス
ラ
ロ
ー
ム

七
位

鏡

雪
乃

二
年

東
北
大
会
出
場

山
形
市
中
学
校
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

優
良

浅
黄
琴
音

一
年

佳
作

佐
藤
真
尋

一
年

高
橋
真
日
路

一
年

吉
田
奏
来

二
年


